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広島大 ･理 八.幡 英 雄
連続スピン変数 a(Ⅹ)の分布が密度函数
W〔ad-NexpLを･ilq7!ql'aqa-q親 鳥 lL;:.qZ;'∂(ql+-+q2n'adl･･aq-] 1`'
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に従 うものを考えることにすると,この方程式の主要解は経路積分の形にかくことがで
きて,
plaq(t)-aq･aq(Jto,- as]-/('{:O',',t.'O,esoくぼ <1Aaq(" (3,
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となる｡ Wilsonが(1)に対して行った,くりこみ群変換を今は(3)に対 して行 うことに
し,波数空間 o<lql<1を長波長部分 o<lql<b-_lと,短波長部分 b~1<bl<1に分け,
(3'を短波長変数について積分 したときに Ueswlaqob]1T<.dqTg dq(･T'daqo),長波長モー
ド間の相互作用がどのような変化をうけるかをしらべる｡この系の臨界的ふるまい





ける結合係数の固定点を求めた｡この変換の際に, 波数 qと振動数 dPに旋す scale変換
bq-qi, bZtu-d から, 臨界振動数の波数依存性 W～qzが与えられ, Zは C2まで
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東大理 佼 尾 和 洋
巨視的な系の運動を記述する試みとして系の運動をbirthanddeath pr∝essとし
て表現し,マスター方程式に systemsizeexpansionを行 う方法がある｡¢)これを用
















特に重要であり興味があるのは, 微分方程式(1)の平衡点, 特異点,あるいは Iimt
cycle等の安定性とそのまわりでの運動である｡以下で, 主要なもののみについて考察
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